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静脈採血は、他の観血的手技に比較して圧倒的に施行頻度が高いため、きわめて発生確率の低い合併症でも一定の頻
度で生じうる。本講演では、標準採血法ガイドラインに基づいた適正な静脈採血法による採血合併症の予防について解
説する。特に、翼状針の使用による神経損傷の予防については自施設での経験に基づき、その効果について述べる。併
せて、採血時の患者トラブルの回避に向けた自施設の取り組みについても紹介したい。
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